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村
で
は
、今
後
の
村
づ
く
り
の

た
め
に
、「
飯
舘
村
第
６
次
総
合

振
興
計
画（
６
次
総
）」の
策
定
を

開
始
し
ま
す
。令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
、５
年
分
の
村

全
体
の
計
画
で
す
。

　
将
来
の
村
の
方
向
性
を
決
め

る
、大
切
な
計
画
で
す
の
で
、皆
さ

ま
の
意
見
が
必
要
で
す
。順
次
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付
や
、地
域
別

の
話
し
合
い
等
を
実
施
い
た
し
ま

す
。積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

▲これまでの飯舘村総合振興計画書です！

令和元年
９月下旬

令和元年
10月下旬

令和２年
　６月

令和２年
　９月

令和３年
　３月

令和３年
　４月

ア
ン
ケ
ー
ト
送
付

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
締
切

計
画
（
案
）の
完
成

最
終
案
を
村
議
会
に
提
出

計
画
書
の
配
布
を
開
始

計
画
書
に
沿
っ
た

村
づ
く
り
の
開
始

始
ま
り
ま
す
！

6次総策定のイメージ
① アンケート、地域別の話し合い
　中学生以上を対象とした郵送による
アンケートと、村内を地域別（５地域程
度）に分けて実施する話し合いにより、
今後どのような村を作っていきたいか考
えます。
② 策定委員会及び専門部会
　村民、有識者、役場職員などで構成す
る策定委員会及び分野別の専門部会で、
６次総の内容を話し合います。専門部会
は「厚生環境」「地域産業」「教育文
化」「農村生活」の４部会の予定です。
③ 策定審議会
　村民、有識者、関係団体役員などで構
成される組織です。①と②を基に作成し
た６次総の計画（案）を審議します。
④ 村議会
　③で審議された計画（案）を､村長が村
議会に上程します。村議会の可決後､６次
総に沿った村づくりが可能になります｡

センター地区は３次総で整備が計画されました

　
総
合
振
興
計
画
に
は
、村
の
発
展

や
、よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に
セ
ン

タ
ー
地
区
の
整
備（
３
次
総
）、ま
で
い

ラ
イ
フ
の
推
進（
５
次
総
）な
ど
、様
々

な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
６
次
総
に
お
い
て
も
、「
急
激
な
人
口

減
少
」「
産
業
振
興
」「
健
康
状
態
の
改

善
」「
義
務
教
育
学
校
と
の
連
携
」「
村

の
財
政
の
今
後
」な
ど
、多
く
の
こ
と
を

決
め
る
予
定
で
す
。　

　
村
役
場
だ
け
で
は
今
後
の
飯
舘
村

を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、村

内
各
団
体
・
組
織
・
企
業
、そ
し
て
村
民

の
皆
さ
ま
に
も
、６
次
総
の
策
定
と
、計

画
の
実
行
に
つ
い
て
、ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
第
６
次
総
合
振
興
計
画

 

」の
策
定

皆さまのご協力が必要です

飯舘村から平和を願う
令和元年度飯舘村戦没者追悼式

　戦争当時は８才。家族も戦地に出兵し
ていました。食べ物も少なくて大変でし
たが、幸い農家だったので、自分達が食
べる分くらいは確保できました。戦後のま
ずしい時も、隣近所と助け合って、分け
合って何とか乗り越えてきたのです。
　戦争を知らない、あの悲惨さを体験
したことがない人には「おもいやり」「命
の大切さ」を実感してほしいと思います。
「助け合う」っていう気持ちも大切にし
てほしいです。

赤石澤フヂノさん
    （上飯樋）

式に参列していた方に、戦争当時のお話をうかがいました。

　
８
月
23
日
、交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ

れ
愛
館
」で
、「
戦
没
者
追
悼
式
」が

行
わ
れ
、参
列
者
が
、戦
争
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈
り
、平

和
の
継
承
を
誓
い
ま
し
た
。追
悼
式

は
、３
年
に
１
度
行
わ
れ
て
お
り
、飯

舘
村
遺
族
会（
赤
石
澤
傭
会
長
／

上
飯
樋
）や
村
の
関
係
者
ら
が
出
席

し
、戦
没
者
の
追
悼
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
式
で
は
、菅
野
村
長
が
、「
戦
争
に

よ
っ
て
、多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

こ
と
は
永
久
の
悲
し
み
で
す
。戦
後

74
年
を
過
ぎ
て
な
お
、世
界
で
は
争

い
が
絶
え
な
い
。令
和
と
い
う
新
し

い
時
代
、戦
争
の
記
憶
の
風
化
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
が
、戦
争
の
悲
惨
さ

平
和
の
あ
り
が
た
み
を
忘
れ
ず
に
、

守
っ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。続
い

て
参
列
者
の
代
表
が
、献
花
を
行
い

ま
し
た
。

　
式
の
後
に
は
、遺
族
会
と「
飯
舘
村

英
霊
に
こ
た
え
る
会（
佐
藤
長
平
会

長
／
宮
内
）」が
主
催
す
る「
戦
没
者

慰
霊
祭
」も
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
者
か
ら
は「
戦
争
は
二
度
と

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」「
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
に
し
っ
か
り
と
語
り
継

い
で
い
か
な
く
て
は
」と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
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